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2 季節毎の特徴的な問い合わせ事項（10月号より続き）
（4）冬（12月～2月）
・冬型の気圧配置
低気圧が日本海や近
畿地方の南の海上を東
進して日本の東海上で
発達する一方、大陸から
優勢な高気圧が張り出
すと、日本列島は西に高
気圧、東に低気圧がある
いわゆる「西高東低」の
冬型気圧配置（図6に例
を示します）となります。
一般的に、冬型の気圧

配置の場合、日本海側で
は風が強く、天気が悪く
なります。一方、太平洋側
では風は強いものの天
気は概ね晴れて、空気が
乾燥します。また、大陸か
ら強い寒気が入ることに
より気温が低くなり、日
本海側では大雪となります。このことから、日本海側では冬型の気圧配置となる
と「弁当忘れても傘忘れるな」との俚諺が生まれています。

・冬日、真冬日
冬日は日最低気温が0℃未満、真冬日は日最高気温が0℃未満の日をいいま

す。近年は日最低気温が上昇傾向にあり、冷え込む日が減っています。
1920年以降の統計によると、大阪市における冬日、真冬日の初終日の最早等

の記録はそれぞれ表4のとおりとなっていますが、1883年以降で真冬日になった
のは1936年の1回しかありません。

図6：冬型気圧配置の地上天気図
2012年11月14日（この年伊吹山が初冠雪した日）
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・霜、雪、氷、冠雪
季節の移り変わりを示す観測に、霜、雪、氷、冠雪の観測があり、それぞれにつ

いて初日と終日（最後に観測した日：但し冠雪を除く）を記録しています。これら
は人が観測しないと判らない現象であり、アメダスでは観測出来ません。よって観
測地点は気象台のみに限られます。なお、初冠雪は、夏が終わった後気象台から
見て山頂付近が初めて積雪などで白く見えた日をいいますが、天候が悪く気象
台から山頂付近が見えない場合には、初冠雪の観測は1～2日遅れることがあり
ます。
大阪における霜、雪、氷の初終日の最早等の記録は表5のとおりです。初冠雪

は、近畿では彦根地方気象台が伊吹山と比良山について観測しています。
（続く）
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種目
最早い

最大継続日数 統計開始
最遅い

冬日
日最低気温
0℃未満

1966/11/23 33日
（1945年1/24～2/25）

1920
1941/4/8

真冬日
日最高気温
0℃未満

1936/1/17 1日
（1936年1/17～1/17）

1883
1936/1/17

種目
初日 終日

平年 最早 統計開始 平年 最晩 統計開始

霜 12／5 1936／10／24 1883 3／17 1940／5／6 1883

雪 12／22 1938／11／12 1883 3／11 1996／4／12 1883

氷 12／14 1942／11／11 1901 3／11 1965／4／22 1908

表4：大阪における冬日、真冬日

表5：大阪における霜、雪、氷
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